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市の人口

（昭和57年11月1日現在）

世帯数49，769世帯（前月比114世帯増）

人ロ157，621人（前月比239人増）

男78，716人

女78，905人

第612号

今
年
（
第
1
1
回
）
は
1
3
人
を
表
彰
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十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日
で
す
。
市
で
は
、
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市
内
の
各
団
体
な
ど
か
ら

推
薦
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
Ｉ
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日
、
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つ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
十
三
人
の
み

治
市
技
能
功
労
者
表
彰
は
、
今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
二
百
八
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十
七
人
が
表
彰
さ
れ
、

こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
分
を
あ
わ
せ
る
と
、
技
能
功
労
者
は
三
百
人
を
数
え
る
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技
能
功
労
者
で
表
彰
さ
れ
る
川
魚
一
筋
の
千
葉
さ
ん

こ
の
宇
治
市
技
能
功
労
者
表
彰

制
度
は
、
長
年
一
つ
の
職
業
に
就

き
、
深
れ
た
技
能
を
み
が
い
て
こ

ら
れ
た
人
の
功
労
を
た
た
え
、
社

会
・
経
済
的
地
位
や
、
技
能
・
技

術
水
準
の
向
上
、
ひ
い
て
は
宇
治

の
地
域
所
業
の
発
展
を
図
る
た
め

に
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
対
象
者

は
、
六
十
歳
以
上
で
、
一
つ
の
仕

事
に
三
十
年
以
上
の
経
験
が
あ
り
、

市
内
事
業
所
に
勤
め
β
れ
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
市
民
で
す
。

今
回
表
彰
さ
れ
る
人
々
は
、
い

ず
れ
も
地
味
な
中
に
も
ざ
の
道

一
筋
″
に
、
確
か
な
足
跡
を
残
し

て
こ
ら
れ
、
現
在
も
第
一
線
で
働

か
れ
、
各
分
野
で
指
導
的
な
立
場

に
た
っ
て
、
伝
統
か
廼
や
さ
ぬ
努

力
を
日
々
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。産

業
ロ
ボ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
等
、
機
械
化
が
ど
ん
ど
ん
進

む
中
で
、
豊
冨
な
経
験
、
技
能
を

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
そ
の
姿
は
。

ひ
ぐ
易
私
た
ち
の
心
に
残
る
も

の
が
あ
り
、
日
々
追
わ
れ
Ｘ
み
の

生
活
の
中
に
、
快
い
う
る
お
い
を

与
え
て
ぐ
れ
る
ぷ
つ
で
す
。

技
能
功
労
者
の
表
彰
式
は
、
十

一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日

に
、
市
民
会
館
で
行
い
毒
了
。
当

日
、
川
魚
調
理
一
筋
に
生
き
て
こ

ら
れ
た
千
葉
利
一
さ
ん
の
み
ご
と

な
包
丁
さ
ぱ
き
を
披
露
し
て
い
た

が
Ｖ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。
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表
彰
の
功
労
者

技
能
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

る
の
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。
（
敬

称
略
・
数
字
は
年
齢
）

（
製
茶
職
〉

藤
井
三
郎
（
七
八
）
＝
黄
道
門
ノ
前

大
西
市
之
誤
七
こ
て
宇
治
壱
番

太
田
愛
一
（
六
一
了
横
島
町
北
内

（
数
寄
屋
大
工
職
〉

小
市
栄
印
（
七
・
‘
一
イ
桓
島
町
南
落
合

（
土
木
技
術
職
〉

内
川
武
一
（
六
九
て
木
幡
御
蔵
山

（
電
気
工
小
職
〉

荒
木
清
（
六
八
で
開
町

（
て
サ
ー
ジ
9

門
ロ
ナ
ツ
（
六
八
て
宇
治
妙
卒

（
豆
腐
製
造
職
〉

上
羽
善
三
（
六
八
）
Ｌ
ハ
地
蔵
札
ノ
辻

大
川
仁
三
郎
（
六
〇
て
開
町

（
和
裁
職
〉

北
村
美
さ
江
（
六
ａ
て
木
幡
大
瀬
戸

（
調
理
職
）

1
葉
利
一
（
で
）
＝
宇
治
妙
楽
‘

（
時
計
修
理
職
〉

松
下
泉
吉
（
で
）
＝
羽
拍
子
町

（
美
容
職
〉

松
本
美
代
子
（
六
〇
て
宇
治
妙
楽

改良工事に着工

宇
治
市
宇
治
壱
番
、
都
市
計
画
街
路

宇
治
白
川
線
の
道
路
改
良
と
府
道
宇
治

淀
線
の
通
称
「
宇
治
市
役
所
前
交
ぶ
点
」

の
改
良
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

工
事
は
。
交
差
点
付
刄
小
心
に
。

南
側
市
道
宇
治
白
川
線
ぞ
い
百
四
十
む

に
わ
た
っ
て
行
い
ま
ず
。
主
な
内
容
は
、

①
現
在
、
東
側
が
幅
四
だ
の
本
線
、
西

側
が
幅
約
十
む
の
支
線
に
な
っ
て
い
る

の
蔵
本
線
十
二
μ
、
支
線
四
尨
に
付

け
替
ぺ
本
線
は
南
行
一
方
通
行
か
ら

両
面
通
行
、
直
進
、
右
折
と
し
、
支
線

は
両
面
通
行
か
ら
直
進
、
左
折
に
切
り

替
兄
る
②
現
行
支
線
進
入
部
分
の
下
り

こ
う
配
が
九
％
だ
っ
た
の
を
、
七
％
に

ゆ
る
め
る
③
道
路
の
東
側
に
幅
三
・
五

μ
、
西
側
に
二
・
五
μ
の
歩
道
か
設
け

る
と
と
も
に
、
交
差
進
入
の
中
央
部
分

に
緑
地
帯
（
百
八
十
平
方
μ
）
か
設
け

る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

こ
の
改
良
工
事
は
来
年
三
月
に
完

成
の
予
定
。
同
工
事
と
廿
蒋
じ
て
、
道

路
に
か
か
る
排
水
路
の
改
修
刄
7
手

定
で
す
。
な
お
、
工
事
中
は
臨
時
歩
道

を
設
け
た
り
交
通
規
制
夕
仔
い
未
丁
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

123

晴
れ
舞
台
で
腕
披
露

ウナギ焼いて45年

川魚料理の千葉さん

今
回
、
宇
治
市
技
能
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
る
人
の
う
ち
千
葉

利
て
｛
ん
（
ず
Ｉ
ぼ
、
祖
父
の
代
か

ら
の
川
魚
料
理
「
ふ
な
栄
」
の
店

主
。
二
十
三
日
の
表
彰
式
の
会
場

で
そ
の
腕
前
を
披
露
さ
れ
ま
す
。

千
葉
さ
ん
は
、
十
五
歳
か
ら
川

魚
調
理
に
従
事
さ
れ
、
戦
時
中
の

応
召
の
六
年
問
か
薩
き
、
川
魚
一

筋
金
員
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

終
戦
直
優
の
二
十
一
年
、
戦
争

の
影
響
で
廃
業
寸
前
の
「
ふ
な
栄
」

を
再
興
。
翌
年
か
ら
宇
治
橋
通
り

商
店
街
に
現
在
の
店
を
構
え
、
妻

の
光
（
み
つ
）
さ
ん
（
五
九
）
と
努
力
を

重
ね
、
今
で
は
、
四
人
の
昼
宍

娘
さ
ん
に
一
軒
ず
つ
の
れ
ん
分
け

か
す
る
ま
で
の
盛
業
に
築
き
あ
げ

て
こ
ら
れ
歩
し
た
。

1
葉
さ
ん
は
、
川
魚
全
般
を
扱

っ
て
お
ら
れ
圭
ｙ
が
、
特
に
ウ
ナ

ギ
の
蒲
（
か
ぱ
）
焼
き
は
自
慢
の

品
。
う
ま
味
を
出
す
コ
ツ
は
、
ガ

ス
、
電
気
器
登
忌
応
ず
「
ビ
ン

チ
ョ
ウ
ズ
ミ
（
備
長
炭
）
と
い
う

上
質
の
炭
を
使
い
ま
で
。
こ
れ
で

焼
く
と
、
ム
ク
″
と
し
た
焼
け
具

合
で
、
ウ
ナ
ギ
の
皮
と
身
の
間
に

何
と
も
い
え
な
い
良
い
味
が
出
ま

す
」
と
の
こ
と
。
ヴ
ナ
ギ
は
浜
名

湖
か
ら
取
り
寄
せ
、
二
日
間
井
戸

水
の
生
け
ず
に
つ
け
、
身
を
締
め

て
か
ら
調
理
ず
る
こ
と
も
コ
ツ
だ

そ
う
で
す
。

緑地，

交差点の改良後の予想図
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宇
治
市
技
能
功
労
者
が
決
ま
る

その道
ひとすじ

みがかれた仕事

宇治市役所

前交差点
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受験・校内暴力など真剣な訴え

第1回中学生の主張大会

青
少
年
の
健
全
育
成
強
調
月
間
験
に
言
い
よ
ラ
も
な
い
不
安
と
焦

の
催
し
と
し
て
、
十
三
日
の
午
後
燥
を
感
じ
て
い
る
と
訴
え
た
宇
治

一
時
半
か
ら
南
宇
治
中
学
校
体
育
中
学
校
三
年
生
の
前
田
智
子
さ
ん
、

館
で
「
第
一
回
中
学
生
の
主
張
大
そ
し
て
股
関
接
の
手
術
を
受
け
て

斟
が
開
か
れ
ま
し
た
。
健
康
の
貴
さ
を
知
っ
た
東
宇
治
中

幸
張
は
、
受
験
や
校
内
暴
力
な
学
校
二
年
生
の
松
本
華
子
さ
ん
が
、

ど
中
学
生
が
直
面
し
て
い
る
問
題
「
健
康
な
体
を
非
行
で
自
ら
つ
ぶ

が
多
く
、
「
暴
力
な
ど
強
い
者
に
す
の
は
バ
カ
げ
て
い
る
」
と
主
張

屈
し
て
し
ま
う
妥
協
は
中
学
生
だ

‘
す
る
な
ど
。
土
ハ
人
の
元
気
な
説

か
ら
し
た
く
な
い
」
と
暴
力
に
立
得
力
の
あ
る
訴
え
は
、
父
母
や
友

ち
向
う
決
意
を
述
べ
た
南
宇
治
中
な
ど
約
干
人
の
聴
衆
の
胸
に
し
み

学
三
年
生
の
野
村
和
弘
君
、
受
る
も
の
で
し
た
。

転
入
し
て
康
ま
し

た
が
、
今
年
の
倖
罠

税
は
高
く
な
っ
て
い

濠
ｙ
。
宇
治
市
の
税
金
は
高
い

の
で
は
な
い
で
し
よ
シ
か
。

他
市
町
村
か
ら
転

入
し
て
こ
穴
だ
市

民
が
よ
く
さ
れ
る
質

問
で
す
。
そ
こ
で
、
高
い
と
思

わ
れ
が
ち
な
要
因
牽
あ
げ
て
、

宇
治
市
の
税
金
に
つ
い
て
理
解

夕
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

2
6
日
か
ら
秋
の
火
災
予
防
運
動

十
一
月
二
土
〈
日
か
ら
十
二
月

二
日
ま
で
、
畠
巴
斉
に
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
が
始
ま
り
ま
ず
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
起
り
や

す
い
時
期
を
Ｕ
か
え
、
市
民
一
人

ひ
と
び
が
防
火
の
意
識
を
高
め
、

火
災
に
よ
る
人
命
や
財
産
の
損
失

を
防
止
に
ｙ
Ｓ
ｊ
す
る
も
の
で
す
ぃ

消
防
本
部
で
は
次
の
こ
と
か
重

点
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

①
体
の
不
自
由
な
大
な
ど
を
中
心

と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の
推
進

②
家
庭
で
の
防
火
対
策
の
推
進

③
防
火
対
象
物
へ
の
防
火
安
全
の

確
保

④
防
災
機
器
の
普
及
の
推
進

⑤
危
険
物
、
ガ
ス
、
毒
物
、
劇
物

の
災
害
防
店
渠
の
推
進

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
体
の
不
自
由
な
人
や
寝
た
き

り
老
人
、
独
居
老
人
の
家
庭
を
訪

宇
治
市
の
税
金
は
他
よ
り
高
い
の
で
は
・
・
・
。

市
民
税
と
府
民
税
吏
Ｂ
せ

て
住
沈
税
と
い
い
未
了
。

店
窺
は
、
毎
年
一
月
一
日

現
在
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
市
町

村
で
、
前
年
中
の
所
得
夕
基
準

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
税
率
は
、

入
命
額
に
必
賢
答
Ｔ
控
除
額
）

×
税
率
＝
税
額
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
ず
。
課
税
の
基
礎
と
な

る
課
税
標
準
額
に
増
減
が
な
い

場
合
の
税
額
は
一
定
で
す
が
、

算
式
の
事
項
に
増
減
が
あ
る
場

圀
扶
養
家
族
数
が
減
っ
た
。

圃
不
動
産
所
得
や
利
子
所
得
な

ど
他
に
所
得
が
発
生
し
た
。

こ
う
し
て
計
算
さ
れ
る
も
の

か
所
得
割
と
い
い
車
ｙ
。

所
得
割
の
税
率
は
市
民
税
の

全
国
、
同
じ
税
率
で

住
民
負
担
は
均
衡

災
害
復
旧
や
学
校
誘
忿
ど
特

別
な
事
情
に
よ
る
費
用
が
必
要

な
場
合
を
除
き
、
全
国
は
と
ん

戸
の
市
町
村
が
同
じ
も
の
（
標

準
税
率
）
を
用
い
て
い
水
子
。

各
市
町
村
間
で
、
ぽ
民
負
担
の

均
衡
化
奎
凶
ろ
Ｚ
じ
て
い
る

わ
け
で
す
。

住
民
税
は
、
課
税
標
準
額
（
収

合
に
は
、
税
額
は
変
動
し
毒
了
。
場
合
、
二
％
か

悒
顎
が
高
く
な
る
主
な
原
因
ら
一
四
％
ま
で

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
十
三
段
階
か
ら

川
営
業
成
績
の
向
上
、
ベ
ー
ス
な
り
、
所
得
が

ア
ッ
プ
な
ぺ
所
得
の
伸
び
高
い
人
ほ
ど
多

に
よ
る
収
入
金
鎖
の
増
加
。
く
の
税
金
を
納

朗
収
入
は
増
加
し
て
い
な
い
が
、
め
て
い
た
ｉ
ｖ

営
業
な
ど
に
必
要
な
経
費
が
累
進
税
率
と
い

少
な
く
て
す
ん
だ
。
う
し
ぐ
み
に
な

・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ － ・ ・ ● ・ ・ ・

（標準税率）表Ｉ所得割の税率

関
し
て
防
火
の
安
全
指
導
か
ず
る

と
と
も
に
、
各
事
業
所
で
避
難
訓

練
や
自
主
検
査
、
自
主
点
検
、
そ

し
て
消
防
計
画
の
見
直
し
や
従
業

員
の
防
火
教
育
に
取
り
組
む
ぷ
ワ

に
指
導
す
る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

（
消
防
本
部
）

火災予防

⑦

寒
会
旦
段
と
厳
Ｌ
＞
ｖ
な
っ

て
4
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
ち
ょ

っ
と
し
た
子
μ
石
の
火
遊
び
で

火
災
に
な
り
大
切
な
財
産
を
失

っ
た
り
、
尊
い
命
夕
奪
わ
れ
た

来
春
の
市
営
結
婚
式

挙
式
希
望
者
を
募
集

市
で
は
、
昭
和
三
十
年
十
二
月

か
ら
簡
素
な
中
に
も
厳
粛
な
市
営

結
婚
式
を
行
い
、
市
民
牛
活
の
改

善
の
一
つ
に
と
努
め
て
章
ま
し
た
。

今
秋
か
ら
、
こ
の
結
婚
式
の
受

付
け
奎
苧
節
制
に
改
め
て
い
ま
ず
。

そ
こ
で
、
来
春
の
挙
式
可
能
日

つ
て
い
車
ｙ
。
府
民
税
の
握
－

は
、
二
％
と
四
％
の
二
段
階
に

な
っ
て
い
ま
す
（
表
Ｉ
）
。

、
そ
の
ほ
か
、
牛
尾
税
に
は
均

等
割
が
あ
り
ま
す
。
均
等
割
の

税
率
は
、
市
町
村
の
人
口
規
模

に
よ
っ
て
区
分
洽
れ
て
い
ま
す

（
表
Ｈ
）
。
宇
治
市
は
、
②
に

該
当
し
季
ゐ
や
辛
五
百
円
で

す
。
ま
た
、
府
民
税
は
一
律
五

を
次
の
と
お
り
定
め
、
挙
式
希
望

者
を
募
集
し
毒
ｙ
。

ｙ
挙
式
可
能
日
・
：
昭
和
5
8
年
2

月
4
日
、
1
1
日
、
1
3
ぽ
、
1
9
日
、

2
5
ｍ
’
2
7
ぼ
’
Ｃ
Ｏ
月
3
日
、
9
日
、

2
1
日
、
2
7
ｍ
’
挙
式
時
間
は
、
午

前
1
0
時
と
午
後
ｔ
時
か
ら
の
2
回
。

百
円
で
ｙ
。
こ
の
た
め
、
大
阪

市
や
京
都
市
な
ど
の
大
都
市
か

ら
転
入
さ
れ
た
握
ほ
、
①
か

ら
②
に
変
わ
り
乖
ゐ
で
均
等

割
は
五
百
円
低
ぐ
な
り
未
丁
。

こ
の
ぷ
つ
に
、
住
民
税
の
税

率
は
所
得
割
も
均
等
割
も
全
国

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
同
じ
で
、

宇
治
市
が
特
別
高
い
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ ・ ・ ・ 番 ・ ・

課税棹準額 税率 速算ｔｓ除ｔｉ

市

民

税

30万円以下の場合 2％ Ｏ円

45万円以下の場合 3％ 3，000円

70万円以下の場合 4％ 7，500円

100万円以下の＊≪合 5％ 14，500円

130万円以下の場合 6％ 24，500円

230万円以下の場合 1％ 37，500円

370万円以下の場合 8％ 60，500円

570万円以下の場合 9％ 97．500円

950万円以下の場合 10％ 154，500円

1，900万円以下の場合 11％ 249．500円

2，900万円以下の場合 12％ 439，500円

4，900万円以下の場合 13％ 729，5000］

4．900万円をこえる場合 ｕ％ 1，219，500円

ａ 150万円以下の場合 2％ ｏ円

150万円をこえる場合 ｉ％ 30，000円

均等割の税率（標準税率）表ＩＩ

衝町村ｓ恥

①人口50万以上の市2，000円

②人口5万以上50万未満の市………………1，500円

③人口5万以下の市町村……………………1，000円

ｉｆｌ府県民税
500円

・ ・ ●

㎜ ・ ・ ・

り
す
る
火
災
の
多
発
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

子
戸
石
は
、
火
の
怖
さ
を
知

ら
す
、
好
奇
心
が
非
常
に
強
い

も
の
。
ふ
だ
ん
か
ら
火
の
励
心

種
は
子
μ
も
の
手
の
届
く
と

こ
ろ
に
置
か
な
い
。

一
幼
児
だ
け
を
置
い
て
外
出
し

な
い
。

一
屋
外
に
置
い
て
い
る
燃
え
や

＝
子
ど
も
の
火
遊
び
＝

火
種
は
持
た
せ
な
い
で

し
さ
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
る

と
と
も
に
。
次
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

一
マ
″
チ
ー
ラ
イ
タ
ー
な
ど
火

ｙ
予
約
と
申
込
み
・
・
・
可
能
ほ
の
中

か
ら
希
望
の
日
時
か
選
ん
で
1
2
丹

2
0
ｍ
ま
で
に
市
民
会
館
（
宇
治
里

尻
7
1
－
9
、
ｆ
ｉ
ｃ
Ｏ
）
0
0
0
4
）
へ

予
約
し
、
挙
式
日
の
1
5
Ｅ
以
前
ま

で
に
市
民
会
館
に
備
え
っ
け
の
申

込
書
に
記
入
し
、
挙
式
手
数
料
二

千
円
か
そ
凡
て
申
込
ん
で
ぐ
だ
さ

す
い
も
の
を
整
理
ず
る
。

一
空
家
、
物
置
き
な
ど
に
は
、

自
由
に
出
人
り
で
訟
な
い
よ

う
に
鍵
な
ど
を
す
る
。

い
。
ま
た
、
新
郎
、
新
婦
の
控
室

や
披
露
宴
会
場
盈
便
用
さ
れ
る
場

合
は
、
使
用
料
多
ｙ
令
ぐ
だ
さ

い
。
な
お
、
予
約
期
間
の
ラ
ち
に

予
約
の
な
い
も
の
は
受
付
け
で
き

ま
せ
ん
。
く
わ
し
い
こ
八
ほ
、
市

民
会
館
に
お
問
い
合
わ
甘
ぐ
だ
さ

い
。
（
市
民
会
館
）

一
他
人
の
子
ど
も
で
も
、
火
遊

び
を
し
て
い
る
桝
詔
見
だ

ら
、
厳
屯
に
注
意
し
て
や
め

さ
せ
る
。

（
消
防
本
部
）

正
午
ｙ
と
こ
ろ
・
・
南
小
倉
小
学
校
。

運
動
の
で
き
る
服
装
で
直
鐙
ｙ

場
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

（
市
民
体
育
課
）

晴
着
の
着
付
教
室

Ｖ
と
き
・
・
・
1
2
月
2
日
出
レ
唇
）
日

廓
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら
ｙ

と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

案
内

～
今
時
）
:
＝
:
月
2
4
日
中
・
・
ニ
チ

づ
大
久
保
皆
（
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
）
ｙ
1
1
月
2
5
日
中
・
・
西
友
ス

ト
ア
ー
宇
治
店
（
午
前
1
0
時
～
午

後
４
時
）
:
：
;
月
2
6
日
廓
・
夫
和

田
公
会
堂
（
午
前
９
時
半
ト
Ｈ
時

半
）
、
木
幡
公
民
館
（
午
後
ｔ
時

半
１
４
時
）
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
　
　
　
　
　
◇

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
種
目
・
＝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▼
と

き
・
・
・
1
1
月
2
8
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

ト
ｖ
講
師
・
・
白
本
和
装
総
合
学
院

斉
藤
喜
美
枝
さ
ん
他
ｖ
受
講
料
…

無
料
！
貨
・
・
吝
７
石
4
0
人
ず

つ
（
先
着
順
）
ｖ
申
込
み
・
・
・
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｃ
ｍ
２
３

１
５
）
へ
。

　
（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

　
お
正
月
料
理
教
室

　
お
正
月
料
理
の
講
翼
笞
三
日

間
、
同
じ
内
容
で
開
き
ま
す
。
都

合
の
よ
い
時
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ｙ
と
き
・
・
・
1
2
月
４
日
出
、
５
日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

十
一
月
二
十
四
日
か
ら
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま

す
。
体
温
を
測
り
、
・
保
護
者
同
伴

で
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

ｙ
対
象
・
＝
山
満
ａ
歳
以
上
の
保

育
所
、
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
子

ａ
ｊ
ｔ
Ｊ
）
’
Ｓ
小
学
校
、
中
学
校
で
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
児
童
・
牛
残

日
時
。
会
場
は
保
健
予
防
年
間

日
程
表
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、

各
会
場
八
石
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
（
保
健
衛
牛
課
）

年
金
相
談

将
来
、
自
分
の
年
金
が
受
給
で

き
る
か
な
ど
年
金
に
つ
い
て
の
相

談
忿
孚
か
ら
各
地
域
で
始
め
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
Ｌ
ｙ
ゝ
だ
さ
い
。

▼
1
1
月
2
2
日
囲
…
東
木
幡
集
会

所
（
午
前
9
呟
Ｔ
Ｈ
時
半
）
、

南
部
福
角
男
屏
（
午
後
ｔ
時
半

㈲
、
6
日
㈲
、
い
ず
れ
も
午
後
1

時
か
ら
Ｖ
と
こ
う
・
字
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
Ｖ
講
師
’
‘
・
料
理
研
究

家
・
星
野
美
智
子
ぶ
ん
Ｖ
材
料
費

＝
・
1
紅
白
円
Ｖ
定
員
・
再
日
と
も

3
6
人
ず
つ
（
先
着
順
）
ｙ
申
込
み

・
＝
材
料
費
參
1
で
、
直
接
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
窓
口
へ
。

電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

そ
う
七
ろ
こ

た
つ
の
恋
し
い

季
節
に
な
り
ま

し
た
。
生
活
様

式
も
多
様
化
す

る
一
方
、
諸
物

価
も
傅
石
匂

す
る
ほ
日
。
経

済
的
や
効
率
の

よ
い
隠
房
器
具

か
選
ぷ
た
め
の

一
日
教
室
を
開

或
歪
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
Ｈ

月
2
9
日
側
、
午

前
1
0
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
（
市
民
会
館
内
）
会
議
室

▼
講
師
・
・
・
兵
Ⅲ
県
牛
語
部
生
活
課

主
査
・
酒
居
淑
子
さ
ん
▼
テ
ー
マ

・
・
・
「
冬
か
暖
か
く
過
ｙ
た
め
に
」

－
日
本
の
住
居
と
暖
房
器
具
。
な

お
当
日
、
臨
時
の
保
育
所
も
設
け

ま
す
。
（
商
工
観
光
課
）

地
域
や
職
場
で
活
動
し
て
い

る
人
形
劇
団
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
か
拠
表
し
毒
ｙ
。
ぶ
っ
ぞ

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

ｖ
と
き
・
・
・
1
1
月
2
8
日
0
、
正

午
開
場
、
午
後
1
2
時
半
開
演
、

ａ
時
半
終
演
予
定
ｖ
と
こ
ろ
‘
・
・

宇
治
市
公
民
館
ａ
階
大
会
議
室

ｙ
出
演
団
体
と
演
題
・
：
下
表
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

出演団体と演題

団体名 演題

小倉子ども人形劇団
ゆうちやんとめんどくさいサイ・パ

ンダシリーズ（ｌχ2）

宇治市公民館婦人ボランティア育成講座受講

生「はと時計劇団」

どうぞのいす

三びきのこぶた

人形劇サークル「とらごろう」お茶と現代っ子

北御園子ども会「赤いふうせん」かちかち山ｍｍ

号腎恥ぉ あらなわ地蔵さん影ｍ）

人形劇サークル「まつぽっくり」まけうさぎ

騏混3‰ 三びきのくま（大型ぬいぐるみ）
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火
の
用
心
心
で
用
心
目
で
用
心

税の質

問箱

冬を暖かく過すための1日教室

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

標準
税率

問答
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